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紫の煙───一千一渺物語(その5)
(渺は10のマイナス11乗。1001字以内。SFホラー風ショートショート。【少年愛の美学】の風味添え)
笛地静恵
俺は栄光の消火隊だ。背中に消火器のボンベを背負っている。消すものは、単純な火ではない。
煙草だ。喫煙者を狩り出す。
前世紀の遺物だ。肺癌にする。しかも、麻薬だ。強い習慣性がある。煙草がなければ、生きていけなくなる。恐ろしい。
煙探知機が鳴った。見つけた。大震災で廃墟となったビルの地下室だ。俺は防毒マスクをつけている。害を受けない。地下室に突入していった。
消火剤を発射した。
喫煙者は、毒物を吸引してきた。肉体が脆くなっている。消火剤を巻くと、悲鳴を上げながら溶けていく。白い泡となって消えてしまう。後始末が楽だった。
外に出た。雷雨の中だ。酸性雨が肌に気持ちがいい。ぴりぴりとした刺激を与えてくれる。
だが、喫煙者に捕まった。俺としたことがミスをした。単純な罠に落ちた。
俺は、密室で煙草を吸わされていた。部屋が煙の紫の色に染まっていた。最初は、激しく噎せていた。涙が出た。もうこれで廃人になる。俺に未来はなかった。
しかし、拷問は、長時間に渡った。徹底的だった。繰り返されている内に、何かが変化していた。
頭がすっきりとした。夢の中で目が覚めたようだ。今までは、頭が濁っているということすら、気が付かなかったのだ。
白い服の喫煙者たちの中に、白髪の老人がいた。その人の表情に高貴が見えた。昨日までは、邪悪としか思えなかった。今日の笑みは、慈愛の笑みだった。
俺は、自分が汚染された地球環境の下でも、戸外で自由に動けるように、都市の人間によって遺伝子を改造された人間であることを知らされた。
頭の二本の角は、新人類の栄光のしるしであると教えられていた。が、実は、戦闘人間であることを示す、烙印であったのだ。差別を容易にするためだ。四歳で成人した。あと二年しか寿命がない。奴らがそうしたのだ。
俺は、文字通りに復讐の鬼と化した。
都市の人間を、地下から狩り出していった。虚弱な奴らは、地上では生きられない。汚染された空気に血反吐を吐きながら死んでいった。俺を騙した罰だ。
仕事が終われば、煙草で一服する。解放の時を味わえる。
恋人ができた。俺と同じく角がある。違うのは、俺の肌が青いのに、そいつは赤いということだ。
普通の人間は、俺たちが、ちょっと力を入れると、二つに裂けて壊れてしまう。物足りない。そいつは、ともかく頑丈だった。
俺の攻めに耐えた。ことが終わると、二人で紫の煙をくゆらした。そしてまた、酸性雨に打たれながら、愛し合った。あいつの黄色い人皮の褌から、一本の赤い角が大きく上に延びた。
喜びの涙を流した。
実はカゲでこっそり小説書いていました
古川モトイ
まず最初に、北極大陸の原稿が2日遅れて申し訳ありません。師走はやはり忙しいです。タイトルにもあるとおり、カゲでこっそり小説書いていました。まずはご紹介を。
動機不純ヒーローズ
https://ncode.syosetu.com/n2764fr/
昨今の若者の間で「ナーロッパ」という文化圏が共有されつつあるという話を聞くようになってどれぐらいたったか分かりませんが、すっかりナーロッパは浸透しております。いわゆる国産のファンタジー世界の一つのステレオタイプ(ステロタイプ)で、「勇者がいて魔王がいる世界観」と言っても分かるかもしれません。名作シリーズの「ドラゴンクエスト」などで描かれたエピックファンタジーの舞台を叩き台に、多くのアマチュア小説家が中世ヨーロッパと魔法の世界を意図的に混同しています。その「お決まり」の中で現代の日本人がその世界に転移して降り立つと、どんな技術も現代人が優れている…といった具合で「現代っ子である」というアドバンテージがあることなどもお約束になっているわけです。名前のお由来は人気のインディーズ小説サイトの「小説家になろう」で、ナーロッパ世界観の緩い共有が進むことでよりファンタジーが書きやすくなっているといっていいのではないでしょうか。文字媒体にしてもなんにしてもお約束が多ければ多いほど、情報は圧縮されていくわけで、季語というお約束事を孕む俳句(俳諧)のようなシステムを生み出した日本の風土には「ナーロッパ」というシステムは合っているのではないかとも思うわけです。
また「チート能力」というアイディアは、日本のみならず世界中の人を虜にしてきました。金のガチョウや、一つ食べれば百人力のきび団子のようにアイテムによってスーパーパワーを得るパターン、へっぴり嫁ごやグリム童話の7兄弟のように生まれつきとてつもない能力を持っているパターン、魔法の力で心臓を体外に保存して不死身の力を得るロシアの民話や、アキレスのように不思議な泉の力で不死身になる後天的に肉体が変質するパターン、相対的に平均的能力が劣った住民のいる世界で活躍する絹のふんどしやガリヴァー旅行記のように、スーパーパワーとして扱われるに対する憧れとインスピレーションは尽きることがありません。
リビングデッド・シスター
弾射音
35
とうとうプー太郎になってしまった。
やることがない。母は家事を手伝えというが、家事だけで一日をつぶせるわけもない。ネットの転職サイトで求人を検索しているが、条件のいい企業はなかなかない。読書にいそしむが、気が散って集中できない。レンタルショップでDVDを借りてきて観るが、就職活動もしないでこんなことをしてていいのかという気になってやはり集中できない。
最初のうちは毎晩のように由希子の退社時間を見計らって会っていたが、それもそのうちに間遠くなっていく。残るは堀江の探偵事務所の仕事だけが頼りだ。しかし、堀江はなかなか連絡をしてこない。
危ない橋を渡っているのだろうか。堀江は体の線が細い。まるで女性のように華奢だ。そんな華奢な体で、やくざまがいの男たちと渡り合えるのだろうか。しかし、何年にもわたって探偵をしているのだから、それなりに心得があるのだろう。
父は毎晩のようにビールを飲んでは僕に愚痴る。そんなに若いのにぶらぶらしててどうするのだとか、再就職先はもう見つかったのかとか。つきあってられない。僕は酒を飲まないので、どうしても父のメンタリティを理解することができない。
と思っていたら、堀江から電話がかかった。
「水曜日の午前十時に会えますか」
堀江が言う。プー太郎の僕は何も予定がなく、二つ返事で事務所へ行くことになった。
事務所に向かうと、堀江はいつものようににこやかに迎え入れてくれた。
「しばらく事務所で待機していただけますか」
アシスタントの女性が二人分のコーヒーを淹れてくれると、それを飲みながら堀江が言った。
「いつまで待機すればよろしいでしょうか」
僕が訊く。堀江はにこやかなまま答えた。
「わかりません。すぐに終わるかもしれないし、一日中かかるかもしれません。今日はご都合はよろしいでしょうか」
「はい、何も予定はありません」
「では、お願いします。ついでに、人物のリストがありますから、ネットで検索して調べておいていただけますか」
堀江は三十人ほどの人物リストを僕に渡した。そのリストに、人物の名前が載っていたサイトのURLを記入していく。実際にはパソコン上でエクセルファイルに記入するのである。簡単な仕事だ。
パソコンを立ち上げると、堀江は上着を羽織って出かけていった。あとは、アシスタントの女性と僕の二人きりになる。僕は少しどきどきした。美人と二人きりになることなど、初めてだ。もちろん、由希子への罪悪感もある。しかし、この美しさは、罪悪感などぶっ飛ばしてしまう。
しばらくネットでリストにある人物を検索していたが、アシスタントの女性が突然歩み寄ってきて、僕に向かって手を差しのべた。
「河合奈緒美といいます。よろしくね」
鈴の鳴るような声で言う。僕はどぎまぎしながらその手を握った。
「た、高梨健一といいます」
それから河合さんは自分の机に戻ってなにやら図面に線を引きはじめた。何をやっているのだろうか。探偵のアシスタントには、図面を作成する仕事があるのだろうか。何の図面だろうか。訊いてみたいが、どきどきしてできない。
やがて、十二時になる。お昼はどうするのだろうと思っていたら、河合さんが言った。
「ピザのデリバリーでも頼みましょうか」
ということは、二人で食事をするということだ。僕はますますどきどきした。
ネットでピザ屋のサイトにアクセスし、二人で種類を選んで注文する。ピザは十五分ほどでやってきた。それをテーブルに置き、ソファに差し向かいに座って食べる。河合さんはまたコーヒーを淹れてくれた。
食事が終わる。だが、河合さんはにこにこしてソファに座ったままだ。間が持たない。僕は彼女にありきたりな質問をした。
「河合さんはいつ頃からここのアシスタントをしてるんですか」
「そうね。もうそろそろ四年ぐらい。彼が探偵になった直後からアシスタントをしてる」
「事務所開設からずっとということですか」
「うん。そうね」
「さっきは何かの図面を描いていたようですが、何の図面なんですか」
河合さんは笑った。
「不思議に思うのも無理はないわね。実はあたし、ファッションデザイナーでもあるの」
「え、そうですか」
「うん。といっても、まだデザイナーの卵なんだけどね。要はアマチュア。方々のコンテストに出品して落選してるの」
そう言ってまた笑う。その笑い方が何ともセクシーだ。
「ところで、高梨さんはガールフレンドはいるの?」
「え? ああ、一応いますけど」
「よかった。じゃあ、あたしを口説くことはないわね」
「へ?」
「あたし、堀江の彼女なの」
ちょっとショックだった。そうじゃないかとは思っていたが、まさか本当だとは。
「堀江、見た目は華奢でしょう」
「そ、そうですね」
「でも、力は強いわよ。だから、あたしにちょっかい出すのはやめてね。ひどい目に遭うから」
「わ、わかりました」
僕は照れ隠し笑いをして頷くことしかできない。話がどうも変な方向へ進んでいく。ひょっとしたら、河合さんは僕をからかっているのだろうか。
一時間たっぷり休憩したあと、僕は再びネットで検索をはじめた。何人かを見つけて、エクセルファイルにメモしていくが、どうも手応えがない。同姓同名の別人物かどうか、僕にはわからないのだ。しかし、ヒットしたものを忠実にメモしていけばいいのだろう。
河合さんの机の上にある電話が何度か鳴った。調査依頼の電話らしい。堀江がいないのでまたこちらから連絡しますと言っていた。事件を何件も掛け持ちするのだろうか。忙しい仕事だ。
堀江は三時頃に帰ってきた。引き締まった顔で事務所に入ってくるが、僕を見ると、とたんににこやかな表情になった。
「ご苦労様でした。今日はこれでいいですよ」
堀江が言う。僕はリストの検索したところまでをチェックし、パソコンの画面上でエクセルファイルを堀江に見せた。堀江は上着を脱ぎながらそれを真剣に見つめる。僕は失礼しますと言って事務所を出た。堀江も河合さんもにこやかに僕を送り出してくれる。もう少しいたかったが、仕事が終わったのならしょうがない。
「探偵ですって?」
由希子がいきなり素っ頓狂な声を上げる。しゃれたカフェで大声を出すものだから、僕は恥ずかしくてしょうがない。客たちが何事かとこちらに目をやる。穴があったら入りたかった。
「健一くん、探偵になるの?」
「違うよ。ちょっとしたきっかけから探偵事務所のアルバイトをすることになっただけ」
「一体どういうきっかけだったの」
「話が長くなるから説明できない。とにかく、知り合いの探偵の事務所にアルバイトとして雇われたんだ」
言わなきゃよかったとすぐに後悔した。あまりプー太郎のままでいると由希子が心配するものだから、ちゃんとお金を稼いでいることを示したかったのだ。だが、これじゃ逆効果になってしまう。
それにしても、探偵事務所とは。
「どんな探偵事務所なの?」
由希子が眉間に皺を寄せて訊く。
「大きな事務所なの? 探偵さんが何人もいるような?」
「探偵一人アシスタント一人のこぢんまりした事務所だよ」
「まさか、そんなところに就職するつもりじゃないでしょうね」
「しないよ。ちゃんとほかに転職活動もしてる。ねえ、お願いだから先走りしないで」
「だって」
このところ、現実的な話が多い。デートをしていても、僕の再就職の話ばかり。理解はできる。将来の夫になるかもしれない男がぶらぶら遊んでいたら、心配になるのは無理もない。だが、夢がないのにはどうにも辟易する。僕としては、あわてて変な会社に就職したくなくて慎重に転職活動をしているのだ。この気持ちを、少しでもわかってほしい。
それと同時に、冴子探しにも力を入れたいと思っている。しかし、そのことは由希子には口が裂けてもいえない。えもいわれぬジレンマに僕は悶え苦しんでいるのだ。誰にも理解されないで。
「いい転職先は見つかったの」
「まだ。なかなか条件に合う会社はそうそうないんだ」
「健一くんの場合、ちょっと不利だわよね。転勤はできないし、新卒で入った会社を一年で辞めちゃったし」
今考えれば、辞職などしなくてもよかったのだ。冴子は誘拐されてしまったし。冴子の面倒を見なければならないと思っていたのに、その冴子がいない。もちろん、犯人側がある日突然冴子を返すことも考えられる。しかし、そうなったらそうなったでそのときに考えればいいのだ。全く、無駄なことをした。
転勤したら、由希子とは長距離恋愛になってしまうだろう。河合奈緒美さんとも会えなくなってしまう。あ、僕は一体何を考えているんだ。由希子を目の前にして河合さんの笑顔を思い浮かべるなんて。
カフェを出たあとは、由希子のあとについてファッションビルの中をぶらぶらとする。僕が失業しているものだから、デートもいきおい味気ないものになってしまう。もうずいぶんセックスをしていない。どうにも気が乗らない。そのうちに由希子は僕を見限るのではないか。
この際、転勤のある企業にも面接に行こうか。しかし、そうなると、前の会社を辞めた理由を説明しづらくなる。一体どうしたらいいのか。自分でも情けない男と思う。全く情けない。どこかへ消えてしまいたい。
「ゴールデンウィークはどうしよう?」
由希子がぼそりと言った。まるで、いい返事を何も期待していないような口振りだ。
「旅行でもしようか。二泊か三泊で」
僕は言った。
「宿泊を伴う旅行は無理よ。親の目があるから」
由希子はそう言いながら情けない笑みを浮かべる。
「そうだね」
「どこか近場に日帰り旅行しよう」
「うん。そうしよう」
「で、どこへ行くの?」
「まだわかんないよ。由希子はどこへ行きたいの?」
「うーん。そうだなあ。ディズニーランドとか」
「またディズニーランド?」
「何よ、その厭そうな言い方は」
「いや、その」
「じゃあ、決まりね」
「だけど、ゴールデンウィークじゃ、めっちゃ混雑してると思うよ」
「平気平気。それとも、どこかほかにいいところある?」
言葉に詰まる。こうして、誘導尋問みたいに由希子の好きな場所に決まってしまうんだ。
ファッションビルを出ると、ほかにすることがない。何ならどこかのレストランでディナーを食べることもできるが、二人ともどうもその気になれない。結局、このまま車で由希子を家に送っていくことになった。
途中、コンビニに寄る。二人で店内に入り、買うものを物色していると、由希子がふと窓外に目をやった。
「何よ、あれ」
彼女の呟きに、僕は顔を上げて窓外を見た。
人が一人、ふらふらと歩いていた。その背後から、二人の男が忍び寄る。男たちはふらふら歩いていた人を捕まえ、近くにあった車の後部座席に押し込むと、走り去っていく。
「まさか、誘拐?」
由希子が言った。
「そんな馬鹿な」
「でも」
「徘徊老人を保護しに来たんじゃないのか」
「ああ、それなら説明がつくかもしれない」
由希子はぱっと笑顔になる。僕の言葉ですっかり納得したようだ。
だが。
再び車で由希子の家に向かっている途中、ふと考えが変わった。
あれはひょっとしたら、どこかから逃げ出したゾンビだったのではないか。あのふらふらとした歩き方を見ると、いかにもそんな感じに思える。
ゾンビが逃げ出し、あわてて連れ戻しにやってきたとか。
……いや、考えすぎだ。冴子のことで、神経が参っているからだ。僕はハンドルを握りながら由希子の頬にキスをし、スピードを上げた。
【続く】
2019年12月2日のライブドローイングとドテ丼
murbo
岐阜県坂祝町にあるロザリエッタで行われたマルシェ、ロザリエッタ自由市場でドテドンともう一枚描いてきました。
真上のライトも手伝って何描いてあるかわからないですね。あかいろであたりが取ってあります。これはイベント中に完成できるようにするための作戦です。僕はクオリティよりも納期。納期を過ぎた超絶技巧は無意味。と思っています。超絶技巧が許される状況は知名度が高いことでしょうが、それは技工より知名度がほしい人々がいるのです。って時点で超絶技巧は期待されていないのだと思います。
描いています。
ほぼ年一回しかこんなの描きませんがなwの人でもほとんど下書き無しでぱーっと描けます描きます。しかも出てくるモチーフは全部オリジナルデザインとか全然平気。描けないよーっていう人とかいちいち文句言うイラストレーターとか画家とかクソなので疑ったほうがいいですよ。
描く予定の要素は全部描いた。あとは描き込みだ。この状態まで進めらたらいつ止められても完成だと言い張れる。全然納得行かないけどな。
もきもき描き込みます。最近わりとドテドン描いてたんだけどすっかり忘れた感じになってるなあ。
足元を描き込みます。ドテドンは正面ばっかり描いていたので飽きたので背中を描いたのだよ。
出来た。きちんと撮影したのは後日。
ドテ丼も売ってました。こっちがメインです。デラックス仕様なのでいつもより高め。それでも700円なり。
こちらはまかないのドテ丼。
まだ時間があるので二枚目行ってみよう。その前にコーヒーを出店されている方から普通のコーヒーとエスプレッソとエスプレッソから作るカフェオレをいただき。コーヒーについても色々教えてもらってそこそこ満足したのでもう帰ろうと思ったくらい描くモチベーションがと切れてしまったのでこれはいけないと思って描くことに集中しました。
また何が描いてあるかわからない下書きです。一応二枚描けるんじゃないかと思ってアイデアは用意していました。去年は二枚同時に描いたからね。というのは今思い出した。
しかし完成するかわからなかったので必死です。僕は完成させることしか考えていません。
そのせいで途中経過を撮り忘れました。龍のウロコはこうする予定はありませんでした。ウロコは描かない予定でした。しかし、間が持たないと思ったのか、時間はそれなりにあると踏んで描き始めました。クソ面倒くさいです。ちなみにここで描いているのは村上龍と春樹がモチーフです。浅い発想なのですぐ気が付かれると思ったら全然気づかれなかった。
その後、撮ってくれていた方に写真を分けてもらいました。
写真は前後していますけど、この時点ではウロコを描く予定はありませんでした。
結構近づいて撮っていたようですね。全然気が付きませんでした。
必死すぎる描いている様。
どんどん描いています。
二枚とも紙に油性ペン。
☆竜と春の樹
ライブドローイングした絵に色塗りました。
そのままは塗りづらいので毎度の写真撮ってProcreateで塗っている。紙を繋いでいてその部分の始末が雑だったのであとから修正が面倒でしたね。
できるだけ正面から撮影して線画にします。
室内では撮れなかったのでシャッターに貼り付けて撮りました。下のピンクっぽい何かは食玩のアクションフィギュアGフレームのザクです。毎回同じザクを入れて撮っているので大きさの比較ができると思なあ。
こうやって撮って修正しているのです。自分の描き方に依存するが、音を立てなければシャッターに貼って描くこともできるね。
ドテドン191202
描くたびに形が変わるドテドン。これも竜と春の樹と同じ日にライブドローイングしたものにProcreateで塗りました。
竜と春の樹のようにできるだけ正面から撮ります。これを白黒の線画に修正しています。
油性ペンで描いた時はA0かな?それくらいを撮影してA4で仕上げています。仕上げって言っても塗ってるだけです。
ガムテープが多いのは紙を張り合わせが雑だったことと、丸めて移動していたので癖がついており、四隅を留めるだけでは中間で紙が丸まろうとするのです。
やってることは竜と春の樹と同じなのでつまらぬ絵だが、気温を気にしないか我慢すればここで描いてもいいかなとは思っている。何らかの形で絵を量産したいと思っているんだよ。
既刊本紹介
【弾射音既刊本】
クラフトロン 弾射音短編集 SF編
本格SFから文明批評まで、バラエティ豊かな4編を収録。
「クラフトロン」…夫のテリーは旅先の地球で他の観光客もろとも消息を絶ち、私は軍人として捜索を命じられる。2体になった自由の女神、巨大化した凱旋門、超高速で地中海を走行するストーンヘンジ。変異に地球は飲み込まれ、私はついにテリーの真実を知る……。
「イナイア・ブリューロンの世界」…管理者として、私は〈インキュベーター3〉に赴任する。そこでは破壊工作者騒ぎが起きていた。私は他の二人の管理者に、破壊工作者と疑われる。〈ブライト・チャイルド〉たちの、見てはいけない真実。私はついに、〈インキュベーター3〉の正体を知るのだった。
「『小説』株式会社」…22世紀、小説は廃れ、「フィクト」にとってかわられている。マツヤマ・インダストリは、その「小説」を復活させるべく、子会社を設立する。しかし、親会社の重圧に押され、事態は思わぬ方向へ進んでいく……。
「死体来ます」…未曾有の食糧危機をきっかけに、人類は人肉を食するようになる。死体処理工場に勤務するぼくは、同僚の可愛いクミちゃんや優しい部長と楽しい日々を送る。毎日、たくさんの死体が運び込まれる職場。果たして、食糧危機がなくなる日は来るのだろうか?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MP4I8JE
今度、死ぬことになった 弾射音短編集 ミステリ編
弾射音のちょっと毛色の変わったミステリー小説を3編収録。
「今度、死ぬことになった」…私は大学時代の友人、西井から、「今度、死ぬことになった」という文面の手紙を受け取る。急いで彼のアパートへ出向くと、彼はひどくやつれて病床に臥せっていた。今夜、死ぬのだと言う。意志の力で生き延びる奴もいれば、意志の力で予定通りに死ぬ奴もいる。大した違いはない。彼はそう言って死んでいく。しかし、最後に、彼は恨みを持つ女のマンションに時限爆弾を仕掛けたと遺言を残す。私はどうしたらいいのか?
「ついさっき、人を殺してしまいました」…僕はノイローゼの原因となった上司を刺し殺し、逃亡する。殺すに至った経緯や逃亡の近況をツイッターで発信しながら。そのうちに、僕を捕まえようとするハンターの集団が結成される。必死に捜査する警察と、ゲーム感覚のハンターチーム。僕は果たして逃げおおせるのだろうか?
「ラフター」…事業に行き詰まったナイト・ジャガーは、妻と娘を殺してしまう。無理心中するつもりだったのか、それすらわからない。そこでナイト・ジャガーは、パソコンのAIソフト、ラフターに相談を持ちかける。ナイト・ジャガーとラフターは、死体処理の方法などを話し合うようになるのだった……。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MOZXM22
理由なき朝食 弾射音ショートショート集Vol.1
夜中の三時、ママはぼくをいきなり起こす。朝食を食べなさいと言うのだ。よりによって、こんな真夜中に。しかし、ママは真剣そのもので、取りつく島がない。パパとお姉ちゃんはパニックだ。そのうちに、みんなは泣きながら真夜中の朝食を始める……奇妙な味の表題作など、バラエティ豊かな24編を収録。ちょっとした時間に楽しめます。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MUQJGT8
ぱおにゃん? 弾射音ショートショート集Vol.2
暇だったので、ぼくはつい象と猫のハイブリッドを作ってしまった。体長4メートル、鼻が長くて全身毛だらけの象猫は、僕たち夫婦の家の庭で元気に「ぱおにゃん!」と鳴く。妻はパニックだ。今すぐ捨ててきなさいと言う。しかし、それもかわいそうだ。超巨大な象猫を、ぼくはいったいどうしたらいいのだろう?……生物学者の騒動を描く表題作など、今回はSFばかり17編を収録。本格SFからスラップスティックまで、バラエティ豊かな作品群をお楽しみください。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MW4ZC78
デイズ・オヴ・ホミサイド
どうして人を殺すのが悪いことかわからないって? じゃあ、こんな話はどうだ?……殺人が犯罪ではない近未来。人々はいとも簡単に殺し合い、死んでいく。加藤芳雄はある日、吉田美枝子を地下鉄内で殺す。政府のコンピューター内に蘇った吉田美枝子は、逆に芳雄を殺そうと反撃に打って出る。何十人もの吉田美枝子に襲われ、何度も記憶をなくして、芳雄は、次第に精神を崩壊させていく。そしてついに、吉田美枝子は芳雄の呪わしい運命の真相を明かすのだった。SFのかたちを借りて、生命の尊厳を問う。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKDQSLA
彼女の手の中のバービー
彼女はいきなり僕の顔に化粧をした。僕は彼女の手で、どんどん女になっていく--美人女子大生と女装少年の、奇妙な愛のかたち。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00GWY6ISQ
レイルウェイ、ターミナル、そして故郷へ
僕は棺桶職人。ある日、大変なことに気づいてしまう。
いどぅるが手許にないのだ。
人はみな、自分のいどぅるを持っている。いどぅるなしでは、人は生きていけない。
そして僕は、いどぅるを取り戻すため、故郷へ向かって旅を始める。
ハレーションを起こす風景。木の板に写真を貼っただけの薄っぺらな人間。人の肉でできた街。無数の金属板で構成される大都会。
行く手は迷路となり、僕の旅をさまたげる。
そんなとき、少女・ナオミが現れる。
彼女は僕の手を引き、ともに故郷へと旅をする。
はたして、僕は故郷にたどり着き、いどぃるを取り戻すことができるのか?
夢の世界を冒険する、象徴的なファンタジー。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00MKCJPR0
A FUNNY STORY OF A SAD STORY
Once upon a time there lived a sad story in a kingdom near the sea. The sad story was actually a funny story because its author was not talented. People laughed at it and it felt sad. One day, the sad story met a girl who loved books so much. The sad story wanted to make the girl happy, so it went to the other kingdom to meet the happiest story in the world. Can it make the girl happy ever after? Can it meet the happiest story in the world?
This story was once on the magazine JOHNNY AMERICA(http://www.johnnyamerica.com/).
http://www.amazon.co.jp/dp/B00N4OBZYE
※この本は英語版です。
HAPPY ENDING and MIAI
This book contains two love stories that occurred in Japan.
“HAPPY ENDING”?An experimental short story. One day Sakura Minamimori the novelist met a young woman who doesn’t read endings of stories. That was her way of reading stories. She didn’t read one of his novels entirely in front of his eyes and that made him angry. She said she would tell him the reason why she doesn’t read any endings of any stories if he writes a story only for her. And she was not in good health. Should he write a story only for her?
“MIAI”?Masashi was thirty-nine. He took his thirtieth miai(formal marriage interview) that day. At the miai, he met Yasuko who was not so young. On the other hand, Masashi liked a young girl who was a bookstore clerk. To his surprise, Yasuko confessed that she had been in love with other woman’s husband who had been killed by traffic accident. Should he marry a woman who once loved other woman’s husband? Could he love Yasuko?
http://www.amazon.co.jp/dp/B00NLTWGGS
※この本は英語版です。
パッチワールド
人格シミュレーション「村田邦明Ver.7」は独自の理論「量子的同一」を宇宙で実証するため、恒星間宇宙船アポリオン3を乗っ取り、大学事務局のみどりとゼミの学生の勇を巻き込んでヒアデス星団に出発した。折しも太陽系に謎の結晶体ペダーが大量発生、地球は壊滅的被害を被る。15年かけてヒアデスに到着すると、村田は実験を再開した。そこで、ペダーが、地球生命とシンクロした、ヒアデスに数十億年後発生する生命の可能性であるということが判明した。村田は量子的同一によって地球へジャンプし帰還しようとする……クリス・ボイスの名作『キャッチワールド』へのオマージュ。第一回SF新人賞候補作を加筆。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00O5WSU7E
【murbo既刊本】
宇宙キッド 怪獣図鑑 魔人ゴース編
架空の連続TVアニメーションである、宇宙キッドに登場する敵怪獣などをカード風のレイアウトで紹介する図鑑。第一巻は宇宙魔人ゴースの作り出すアイアンモンスターと宇宙キッドの使う装備のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00EM4ST80
宇宙キッド 怪獣図鑑 ドーモル団編
架空のTVアニメ、宇宙キッドに登場する敵怪獣をカード風のデザインで紹介する図鑑。第二巻は地底人ドーモルが率いる怪獣たちのイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00F0CFGVQ
戦え!宇宙キッド 怪獣図鑑 超電子頭脳ズレイノウン編
架空のTVアニメ、宇宙キッドの敵メカ怪獣をカード風に紹介した図鑑。第三巻はSSLに反旗を翻した超電子頭脳ズレイノウンの作り出すロボット群のイラストと解説。
http://www.amazon.co.jp/dp/B00HRW3ELG
編集後記
今回も冷や冷やしながら締めを迎えてしまいました。で、毎度年末年始を意識しないまま年越しの号です。意識がないのは北極大陸をカウントするのに通し番号を優先していて発行月は弱めに書いていました。それは定期的に発行する予定ではいますけど、実は努力目標にしているだけなのです。結果として毎月発行できているのであって、するつもりはありませんでした。で、季節感とか実感するためにも通し番号より月表示を大きくしようかなと思ったんですけど、そうするときちんと月刊ペースで発行しないといけないんですよね。うーん、なかなか面倒臭い。しかし、遅れても遅れた月にすれば良いし、現実的には一ヶ月も遅れることはないので表記の仕方は考えてみたい。
表記は間に合っていないけど、写真は少しだけ季節感とか月の感じを出そうと雪の神社です。
今回は古川さんと自分の扉の描き方が被っちゃいました。太い油性マーカーで描いています
。マーカーで描くようになる前は苦手どころか描けるものとは思っていなくて、やってみれば太さは気にならなかった。ただ紙は大きめでないと描きづらいかな。
ということで謹賀新年。
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